
CliftonR.Wharton,Jr.･.ResearchonAgri-

culturalDevelolImentinSoutheastAsia.The

AgriculturalDevelopmentCouncil,Inc.,New

York,1965.62p.

AgriculturalDevelopmentCouncilはアジアにお

ける農業発展の経済的 ･人的諸問題にかんする教育と

研究を支持する団体で,J.D.Rockefeller,3rdを理

事長とする｡これは,もとTheCouncilonEconomic

andCulturalAffairsとよばれ, ｢中国の土地利用｣

の著者として有名な JohnLossingBuckによって,

戦後はじめられたものである｡多くの日本の農業経済

学者 (わたくし自身 も含めて)が,この Councilの

grantでアメリカに留学した｡

本書の著者 Wharton博士はこの Councilの Singa･

pore地域代表として東南アジアに1958年か ら64年に

至る間駐在,ベ トナム･タイおよびマレ-シアをカ/ミ

-し,あわせて,マラヤ大学農学部の農業経済学客員

教授をつとめた｡現在,ニューヨークにもどり,Coun-

cilの AmericanUniversitiesResearchProgram の

directorである｡

かれは東南アジアに在勤中,あまたの論文を発表｡

わた くLは東南アジアにかんする農業経済学者として

世界的に見て最もすぐれた 1人だと思 う｡とくに,こ

の Councilの目的からして,かれは東南 アジアにお

ける農業経済学の教育と研究の実態を最もよく知って

いるといえる0

本書 ｢東南アジアにおける農業発展の研究｣は,皮

業発展の研究についての研究の現状と問題点を明らか

にしたものである｡

本書が強調するところは,第 1に東南アジアの農業

経済学者の仕事は主として叙述的あるいはfact-finding

なものにとどまっている｡第 2,東南アジアをとりあ

つかった欧米農業経済学者の仕事は,価値や制度を与

えられたものとして,経済機構の機能分析にかぎられ

る｡第 3,欧米農業経済学者による刊行物の多くは,

理論的あるいは modeトbuildingにとどまり,それが

経験的事実によって裏づけられていない｡第4,農業

発展の初期段階をとりあつかった研究は,農民の価値

･態度 ･動機についての研究にかけている｡最後に,

研究者のうちの model-buildersとempiricistsの問に

ギャップが大きい｡

これらのことを,過去と現在の研究,農業の初期発

展のモデル,東南 アジアにおける農業発展の主要問

題,現在の研究の欠陥,これからの研究の直面する問

題などにわけて,論じている｡参考文献として72冊ば

かりあげられているが,著者の好みがわかって,おも

しろい｡

つぎのものが付録としてかかげられている｡

伍)東南アジア諸国の農業経済にかんする大学 ･政
府枚関 ･団体の国別一覧表

(B) 東南アジア農業経済にかんする7メリカ以外の

大学 ･政府機関 ･団体の国別一覧表-･この日本の項目

では,アジア経済研究所 (東京)と, Universityof

Kyoto,CenterforSoutheastAsianStudies(Kyoto,

withfieldofhceinBangkok)との,ふたつだけだ｡

(C) 東南アジアの最近刊行された農業経済学関係の

文献目録

(D) 東南アジア農業経済学研究課題の優先順位につ

いての提案

わたくLは,著者がいわんとするところは,だいた

いに賛成だ｡ただ,なぜかれの指摘する欠陥が生まれ

たかの分析が本書では十分でない｡しかし,東南アジ

ア農業経済研究の現状と問題点とについて,これほど

明快に,しかもまとまって説いたものはない｡この意

味で,東南アジアの農業経済学研究の不可欠な,指導

案内の役目をはたす入門書である｡この成果を高く評

価したいと思 う｡ (本岡 武)

UnitedNations:EconomicSurveyofAsia

andtheFarEast,1964.ECAFE,Bangkok,

1965.x十281p.

ECAFE(EconomicComissionforAsiaandthe

FarEast,UnitedNations)事務局より毎年,ECAFE
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地域の経済発展にかんする年報が発行され,本号は18

冊目にあたる｡ところが1957年以来,この年報は2部

にわかれ,第 1部は長期的動向分析のための特定の重

要問題をとりあげ,第2部は過去 1カ年の経済発展な

る短期的動向分析を と りあつか う仕組みにな一つてい

る〕

この長期的分析として,とりあげた特定問題はつき

C))ようであ-)て,年次分析とあいならんてuj,ECAFrI

地域経済動向の重要な文献である｡すなわち,

1957:Postwarproblemsofeconomicdevelopment

1958:Review ofpostwarindustrialization

1959:ForeigntradeofECAFEprimary exporting

countries

1960:Publicfinanceinthepostwarperiod

1961:EconomicgrowthofECAFEcountries

1962:Asia'stradewithwesternEurope

1963:Importsubstitutionandexportdiversil'icatio1-

1964:Economicdevelopmentandtheroleofagri-

culturalsector

本号をとくに紹介したいゆえんは,い うまでもなく

この特集の ｢経済発展と農業部門の役割｣にある｡ こ

れは,ECAFE地域を対象として,この重要な問題汁こ

ついての,はじめての総合的な分析である二

第 1章は,一般的な部門関係である｡経済成長過程

における部門均衡,ECAFE 諸国における農業の相対

的地位 (雇傭 ･生産性 ･所得 ･輸出.の 4面において

の),最近の経済成長 と構造変化 (農業部門と非農業

部門の相対的成長 ･農業および製造工業の最近の傾向

･1952/54-1961/63問の構造変化),産業部門間の関

係 (農業部門の投入産主上関係 ･部門間の需要創出･県

業部門の需要創出)をとりあつか う

第 2章は,経済発展の戦略としての農業発展,食糧供

給と工業化 (食糧の供給と必要 ･食糧の供給と需要 ･

食糧需給の均衡とそれが工業化のためにもつ重要性 ･

経済発展のための過剰食糧輸入の使用),農業部門で
の貯蓄による経済発展-の融資,農産物輸出と経済発

展の関係,工業化のための農村労働力の供給 (農村に

おける失業と不完全雇傭 ･農業部門から工業部門への

労働力の供給 ･工業部門の農業労働力にたいす る需

要),農産工業 と農業必需品製造工業 (農産工業 ･農

業必需品製造工業とくに肥料工業 ･両工業の経済発展

における役割)および農業発展の問題と政策 (土地改

抑 r卜

革によるインセンチブ ･農産物商品化によるインセソ

+ブ ･消費と節約との関係 ･農業技術の変化)が,と

りあげられる二

第3章は個々の回についてのケ-ス ･スタナ イス｡

食糧問題にかんしては,インド･インドネシア ･パキ

スタン･韓国,農業と工業との関係を,台湾 ･オース

日本の経済発句封こおける農業の役割がとりあげられて

いるJ

この内容から明らかなように,経済発展における農

業の役'.棚こついての問題点が,十分あますところなく

指摘され,しかも,これ らの問題点が ECAFE地域の

諸国の統計でもって現実的に説明されている｡ まこと

に,｢ECAFEの業績なればこそ｣という感 じが深いO

経済発展における農業を論 じたす ぐれた文献である｡

ただ,全体としての欠点は,ECAFE地域の各国の

経済構造や経済成長がひじょうにちが うにもかかわら

ず,(いいかえると,たんに是的な較差だけでなく,

きわめて異質的であるにもかかわらず,)これを主と

して統計的数字的資料でもって,一貫的に説明しよう

としたことにあるc Lかし,これはなにも,本書や,ま

たその他のECAFEの出版物だけにかぎらず,ECAFE

の組織や活動の本質的なものについて批判されるべき

点である⊂ (木岡 武)

E.K.Fish:St･udiesintheRuralEconomy

ofSouthEastAsia. Eastern Universities

Press Ltd.ilorUniversity OfLondon Press

Ltd.,Singapore,196-,1.108p.

苦者 Fisk氏は,現在,AustralianNationalUniver-

sityに属する ResearchSchoolofPacificStudiesの

経済学 SeniorFellow である｡ かれは,1947年から

1960年にかけ,最初は Malayan CivilService,つづ

いて Colombo PlanEconomistとして,てラヤに在

勤,主に MalayanRuralandIndustrialDevelopmellt

Authorityに勤務,そこの初代の経済計画部長であっ

た｡その間はもちろん,汁-ス トラリ7での研究生清

に移ってからも,つぎつぎ論文を発表,一､･ラヤの農業

経済研究についての第 1人者だ｡

その既発表の論文のい くつかをまとめたものが,二木

書 ｢東南アジ7の農村経済研究｣であるO著 者の学識

･経験からだけでなく,こうした文献がきわめて少な
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い実状からしても,本書の刊行は,東南アジアの農業

経済問題研究のうえに喜ば しい｡

本書が強調しているのは,序説 (第 1章)に明らか

なように,欧米の農業経済学理論は東南アジアの農民

経済に適応 Lがたい面が多いから,この農民経済の実

態から理論が再構成され,研究分析方法が再検討され

なければならないとの点につきる｡

これを受けて,第 2章は欧米経済学著と東南アジア

農村経済と題 し,"grass･rootsHlevel,すなわち,零

細な独立農民経営者段階における一般的な問題点の所

在を指摘する｡とくに,小規模仲介業者,農村金融,

販売加工サービスなどの問題がとりあげられる｡

第 3章はマラヤで農業開発政策として高いプライオ

リティの与えられている 1andsettlementprogram,

第 4章は小規模農民経営における機械化の問題をとり

あつか う｡いずれも実態調査の資料にもとづ く｡

第 5章は既存の小規模なゴム栽培経営地域の実態分

析であり,とくに農業経済学専攻学生がいかに調査を

進めうるかとの具体的事例を示そうとする｡

第 6章は,マラヤ農業の重要問題である米作小規模

経営をとりあつかう｡また,同時にこの小規模経営研

究に役立ちうる分析方法を示す｡

最後の第 7章で,マラヤが直面する最も深刻な複合

社会の開発問題にとりくみ,nationallevelの研究の

方法が示される｡ここでは,農村経済の研究が,いか

にこのマラヤの基本的な問題 の解決に貢献しうるか

を,具体的データにもとづき,強調する｡

この内容からうなずけるように,本書は,東南アジ

アの農村経済の研究というよりも,むしろマラヤ農村

経済の研究というべきである｡もっとも,ここに示さ

れた分析方法や思考体系は,マラヤ以外の東南アジア

諸国にも適用され うるだろう｡それにしても,諸国間

の農業経済の問題は,あまりにも違いすぎるのではな

いかと思われる｡

わたくLは,むしろ分析方法よりも,本書がマラヤ

農業経済の基本的な問題点をあますところなくとりあ

げ,しかも実態分析によって,それを裏づけているこ

とを高 く評価する｡マラヤの農業経済学教育上,副教

科書であることをねらっていて木書 のひ とつの目的

は,十分に達せられていると思う｡また,マラヤ農業

経済問題の研究のための,入門的な役割をはたすもの

として,必読のものだと考えられる｡ (本岡 武)

第3巻 第5号

K.G.Tregonning:AHistoryofModern

Malaya.UniversityofLondonPress,Singa-

pore,1964.339p.

著者はオーストラリア人で,オックスフォ- ド大学

に学び,1953年以来シソガポ-ルにあってマレ-シア

の歴史研究に従事,すでに数冊の書を著わし,現在シ

ンガポール大学のラッフルズ歴史教授である｡1960年

には JournalofSouth-EastAsianHistoryを創刊

し,その編者となって現在に至っており,学者として

既に定評がある｡

本書はマラヤ近代史の概説書で,著者が編するHis-

toryofModernSouthEastAsiaSeriesの第 1冊と

して刊行されたものであり,かつて著者がマラヤ大学

(現在のシンガポール大学)の史学科で行なった講義

内容をその中核としたものという｡

すべて15章より成 り,18世紀までの部分を扱った初

めの3章を除く残 り12章は,19-20世紀時代にあてら

れ,最後の葦では merdeka(独立)以後1963年までに

ついて述べ,題名にふさわしい内容である｡(もっと

も著者は15世紀のマラッカ王国の創立とイスラム教の

受容をもって近代マラヤの成立とみなしているがC)

ところで本書の最も特色とするところは何かという

のに,それはマラヤの側からみたマラヤ史であるとい

う点であろう｡従来のマラヤ史は植民地支配者からみ

たマラヤ史か,そうでないまでもマラヤ外からみたマ

ラヤ史であった｡Swettenham や Winstedtなどの戦

前のマラヤ史はもとより,マラヤ独立後の著作である

J.S.Jessey:HistoryofMalaya,1400-1959,1961.

や G.Kennedy,M.A.:A HistoryofMalaya,A D.

1400-1959,1962,でさえも,このよ うな見方から

脱脚していない｡それに対して本書は徹頭徹尾マラヤ

を中心に,マラヤ側からみたマラヤ史を書き綴ってい

る｡

中でも著者が第 3章において,従来のほとんどの史

家が16-18世紀のマラヤを,ポル トガル又はオランダ

の支配時代としているのを根本的な誤 りだとして斥け,

マラヤの側からみる限り,この時代はむしろ ｢アチェ

一 ･ミナンカバウ･ブギの時代｣とすべきだと述べて

いるのや,第8章において19世紀末から20世紀初めに

かけてのマラヤ史を説き,連邦の成立や,シャム属北
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部諸邦の英保護国化などよりも,この間におけるマラ

ヤ内部における複合社会の成立を重視詳述しているな

どは特筆に備する｡

著者は従来とか く強調されすぎていたヨーロッパ人

のマラヤ支配の意義をマラヤ的立場から再吟味しよう

とし,半面マラヤを構成している諸民族のマラヤ史上

における活動を重視したOなお,著者はマラヤはその

内外から総合的に把握すべきであるとして,とくにマ

ラヤ社会史の研究の必要性について述べているが,こ

れは著者もいう通 り今後の研究の課題であろう｡

とにかく本書はマラヤ史概説書として注目すべき署

作であるが,それだけに今後の研究に待つべき箇所 も

多く含まれ,それは著者白身も認めているところであ

る｡また細部には明かに著者の誤解と思われる箇所も

見うけられる｡しかし 何れにしても今後のマラヤ史

研究に一つの方向を与えたものであ り,新 しい研究者

の入門書として,また現在のてラ十を最もよく理解さ

せる手引書として大いに(翻すrIあるものと言えよう｡

(藤原利一郎)

TheInternationalBankforReconstruction

andDe,velopment:TheEconomicDevelop-

mentoftheTerritor_vofPapuaandNew

Guinea.JollnHopkinsPress,Baltimore,1965,

468p.

東部ニ:.I-ギニ7は,政治的には,現在はオースト

ラリアの支配下にある｡第二次大戦のあいだ,この地

域が戦場となったためもあり,また,西部ニ:7--+:ニ

了がイン ドネシア領のイリ7ンとして,オランダから

独立した形になったこともあ一一)て,十一ス トラリアと

してほ,ここを今までのような未開の状態で放置して

おくことが許されなくな り,その開発をはじめた｡そ

こで,今後の経済的開発,投下㌢t,=本の有効な使用方法

()う一助として,オー ス トラ リア政府が世界銀行に対

し,この地方の生産機構の現状分析 の調査を委嘱し

た｡世鋸はこれに対 して10人の専門家より成る, 6う

国人U:)ミ､ソシ-Jンをおくり,1963年 5月以降, 3カ月

にわたる調査によ-)て,これに答えた｡本書はこの ミ

ッションの ドラフトを整 理 したものである;

元来の目的が,経済状態を概観し それによって,

政策立案を助けるということである♂)二,われわれの

セソ//-CJ)<lr,うな,F'‡然,社会,人文を総合 した調作

紹 介

計画とは,かな り目標に-だた りがあ り,わるくいえ

ば,西欧社会からみたときの,ニューギニアの利用価

値を論じているようなフシが少なくない｡スカルノに

いわせれば,これも新植民地主義のデータになるかも

知れない｡ しかし内容は,一応自然条件から説きおこ

し,農業 ･林業 ･漁業 ･鉱業を分析的に述べ,つい

で,第二次産業におよび,物資の移L乱入,貿易関係,

衛生,教育,金融に及んでいる｡東部ニ∴-ギニアに

関心を もつ ものに とってほ,概念的な知識が得られ

て,ありがたい｡

本書を通 じて得た印象は,この地の開発がかなり南

米の北部 (コロンビアやエクア ドル)に近似性がある

ことである｡海岸には,ポ- ト･モレスビーのような

商業都市が発達するが,その周辺は,熱帯降雨林であ

り,低緑地であって,開発の対,昭になりがたく,む し

ろ内陸の出店地帯で,風土の混和のところから開発が

はじま-つてゆ く｡これはデルタ地帯を中心として開発

されている東南アジアとは逆の現象である｡)その理由

が何であるかは将来のこととして,ことに未開の山地

民族の社会がジェノト旅客機を媒介として,いきな り

コカコラ文化に触れ合うことになったOいうならば,

て1,/-人をさしおいて,サカイ族がまず西欧の文化に

ぶつか っているわけである｡これはたい-ん注目1べ

きことのように思われる｡ (吉井良三)

机良惟一 ･東南アジアの教 育 二, 艮主教 育協

会,東京,1伽-)5,57p.

1964年にFF,;-L古がこの地域に滞在中入手 した新 しい須

料によ-〕て景述されている小冊子だが,類書少ない分
野に関する示唆に富んだ興味深い述作である｡東南ア

ジアにおける教育要求,東南アジア各国の教育の現状

と問題点,東南アジアの教育に対する援助と協力の 3

部から成っているこ

第 1部では,東南アジア諸国の多 くは柚艮地からU)
独立国であること,ナシ三'ナ リズムの高場,経済開発

の必要性,人l明拍LI-の対応,園教化宗教の教育力,

少数民族の同化政策など,総じて国の近代化の要請が

強い教育要求となって現われていると指摘している｡

第 2吉;は 本書のうち大部分のべ-ジ数を占め 控苫u)

足跡を印した東南アジアの9カ国について,国民教育

の現状をビビ L/ドに描いているービルマでは社会主義

隼命以来,性 民教育に力を入れているが,政情不安定
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のため成果があがっていないこと,仏教教育が行なわ

れていること,少数民族の教育問題があることなどが

述べられている｡タイは唯一の独立国として,教育制

度は比較的に整備されているはずであるが,問題は多

い｡浪費の問題は東南アジアの多くの国に見られる問

題である｡教育不足,職業教育,大学教育,文盲根絶

等の問題をもかかえている｡ラオスは東南アジアのう

ち教育面では最もおくれてお り,かつ政情不安定であ

る｡カンボジアは小国であるが,比較的平静であっ

た｡しかし文盲と人口増に悩んでいる｡旧宗主国フラ

ソスの影響はなお強い｡ベ トナムは多年の動乱に悩ま

されていることは同情にたえない｡教育も制度は整っ

ているが,義務教育はわずか3年であり,教育条件も

わるい｡マレ-シアは 3民族から成る複合国家として

教育用語などに困難な問題をかかえている｡この国で

はイスラム教による宗教教育が行なわれている｡文盲

の悩みは大きい｡シンガポールは最近独立した東南ア

ジア最小の国であり,マレーシアと同じ教育用語の問

題を持っている｡インドネシアは東南アジア最大の国

であ り,教育に大きな期待をかけているが,教育制度

はきわめて複雑である｡ 中等教育, 職業教育, 高等

教育,教員養成等の拡充計画がすすめられているが,

施設の不備,教育条件の劣悪などの問題がある｡フ ィ

リピンはスペイン,アメリカの影響を精神面で強 く受

けている｡教育は普及しているが,浪費,文盲などの

問題がある｡中央教育行政に委員会制度をとっている

点に特色がある｡

以上東南アジア各国の教育制度の共通点として,義

務無償教育の制度化,教育行政機構の整備,公教育費

への努力が見られるが,教育の実際はそれに伴ってい

ない｡先進国の模倣に急であって,新興国家としての

必要に即応していない｡職業教育,科学教育,体育も

軽視されている｡教育の悪条件,浪費も共通の難問題

であると指摘している｡

第 3部では,東南アジアの国々が大きな教育要求を

持って,その実現に努力しているにもかかわらず,そ

れには多 くの技術と経費とを必要とするところから,

自力のみでは解決できないので外部からの援助や協力

が必要である｡そのために ユネス コも努力している

が,アメ リカの援助に比べて,日本は何をしている

か,地理的にも近 く,互いに親近感も強いわが国が積

極的に援助や協力の手をさしのべることは,わが国に

第3巻 第5号

課された道義的責任であると訴える著者に強い共感を

禁じ得ない｡ (高木太郎)

津 田元一郎 Lr=ァ ジ アに お け る教育の基本問

題』,民主教育 協会,東京,1965,81p.

アジアの教育を理解するには,西欧的視点からでな

く,アジア的視点から見なければならない｡教育の普

及がアジア開発の至上命令であるとしても,産業の発

逮,生活の水準,人口増加,植民地主義の残存等アジ

ア特有の社会構造に即応して考えなければならないと

いうのが著者の立場である｡本書は,文盲の問題,初

等教育,中等 ･高等教育,アジアの教育の諸問題の4

章から成っている小冊子であるが,著者の直接の見聞

と多くの資料によって,アジアの教育問題をその底に

横たわる社会構造との関連において科学的に分析した

学問的にも価値ある好著である｡

第 1章では,世界人口の半ば以上を占めるアジアに

おいて,文盲率がアフリカに次いで高いのは問題であ

るとして,国ごとに性別,年令別,人種列,宗教別に

分析し,教育の普及や経済発展と文盲解消との関係を

論じている｡

第 2章では普及の現状,インドとタイの初等教育,

教育浪費の問題を取 り上げている｡第 1の問題では,

全人口に占める就学者の比率をもって教育普及の指標

とすることの危険性を述べ,カラチ ･プランの誤 りを

指摘している｡第 2の問題では資料の関係上インドと

タイに限定し,就学率の伸びをわが国と比較し,数十

年のおくれを指摘している｡第 3の問題では,教育の

おくれた社会の特質としての遅滞や脱落の問題をとり

上げ,小学校を卒業するものは,日本,台湾,韓国を

除き半数以下に減ずることを指摘し,その原因を追求

している｡アジアの初等教育普及計画は,それぞれの

国の地理的 ･歴史的 ･社会的条件の検討の上に立てら

れなければならないというのが著者の見解である｡

第 3章では,中等 ･高等教育拡充の急務,試験制度

の問題をとり上げている｡カラチ ･プランは人権宣言

の立場から人間の権利として初等教育の普及をとり上

げたが, OECDやECAFEに見られる教育投資諭から

は,アジアの経済開発のためには,中等教育の拡充こ

そ先決であると主張する｡技術草進の時代に加速的に

近代化を達成しなければならないアジア諸国では,栄

熟練労働力よりも近代技術をになっていけるマン･パ
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ワーを要求している｡産業構造からいっても,中等 ･

高等 ･初等教育の順に拡充が必要だとする｡そのため

に障害となるのは,アジアに伝統的な進学と進級 ･卒

業のためのきびしい試験制度だとして,選別制度とカ

リキュラムの改善の必要を述べている｡

第4章では,女子教育,教員問題,海外留学の問題

をとり上げている｡第 1の問題では,アジア特有の問

題である教育上における男女の差別の原因は,社会階

層の分裂にあるとしている｡高等教育-の女子の進出

は必ず しも低 くほないが,それは上流階級の女子に限

られている｡一般女子の就学率の低さは宗教の影響に

もよる｡アジアの教育は経済的 ･社会的 ･文化的要因

を抜きにして考えられない｡アジアの教育によって,

教員養成の拡充ほど緊急な課題はない｡人材養成を海

外に依存することも問題であるが,アメリカの影響力

の増大は無視できないとしている二 (高木太郎)

HydrologySection,SurveyDivisioIl,Royal

Thai Irrigation Department:jlydrology

andWater StudiesoftheLAMTAKONG.

Bangkok,1962.

LAMTAKONG Projectは,ノミンコックから約 100

km の地点で,コラー ト寄 りに存在する潅漑と洪水調

節を対象とした水利計画である｡この地方の流出量は

各年により非常に変動が大で,143-239mi1.cu.m と

変化 し,年間流出量の907/;)は雨期に流出 している｡

潅瓶を行なうためには, ど うして も年間流量の調節

を行な う必要がある｡全港闇二受Iu't面積は 238,000rai

(6.5rai-1ha),濯概に必要な最大用水量は 18C.m.S

で8月に生じる｡この年問の流Flll:調節のために,有効

貯水量 220nlil.cu.111が必要である｡ したがって洪

水調節に対しては,その全流出量が貯水されることと

な り,洪水時余水として放流するものは大 した量とは

ならない｡

貯水池内の堆砂量については,20mi1.cu.m を100

年間に見込んでいる｡

したが一)て総貯水量は 240nlil.eu.111となる｡余水

吐の設計に対してほ,流入計画洪水量は最大確率洪水

として 1,500C.nl.Sを考え,余水止巾は 40m とし,

計画流出余水吐量は 625C.m.Sとなっている｡この

洪水越流のための余裕水深は 4.20m とし,結局2m

の free-boardを考えて,/j'ム堤頂標高は +281.00m

紹 介

となる｡なお,濯慨期の取水能力は 20C.m Sであ

る｡

本計画書は,RoyalIrrigationDepartnlentによっ

て作成されたもので,モソス-ソ地帯の水利計画の考

え方に対して,一つの有用な資料と思われる｡なお,

筆者らは,木 Projectの水文資料について今後継続研

究していく予定であ り,ここに紹介した｡

本計画書は1962年に完成しているが,現在漸 く,事

業の実施が始まったところである｡ (南 勲)

J.MarvinBrown:FromAncientThaito

iWodernDialects.SocialScienceAssociation

PressofThailand,Bangkok,1965,ix+180p.

タイ系諸言語の比較言語学的研究はかな り古 くから

行われており,その文献もチベット･ビノして系の言語

に関するものより多いであろう｡本書は,それらのう

ちで最も新 しいものと言ってよいだろう｡ ｢新 しい｣

と言 うのは,ただ時間的に新 しいと言 うだけではなく

て,そこに用いられている方法論に関しても言えるこ

とであって,これが最も重要な点である｡すなわち,

東南 アジアの言語に関する将来の比較研究と言うの

は,同系統ではなかろうかと思われる言語から単語を

ひろい集めて,似た様な形のものをつき合まっせるに過

ぎないという傾向が,多少 ともあったL,これに対し

て,本書では,ただ似た単語のつき合わせと言 うので

はなく,整然とした理論に基づいていると言える｡赤

書が1962年に Cornell大学に捉出された doctoraldis-

sertationである点から現在の アメリカにおける東南

アジアの言語の比較研究の動向あるいは水準をある程

度しめすものと見てよいだろうO

著者は,1953年に初めてタイ同に来て以来のベ10年
閥を現地ですごしてお り,現在はバ ンコ､/クにある

AmericanUniversityAlumniの StaffLinguistsの

1人であるC一四二二の地域の言語を取 りあげて研究す

ると言 うだけではなく,一般的な言 語理論をも研究し

ており,自分の展開した理論を具体的な言語の研究に

応用していると言えるc Lかし,今までに発表した論

文 ･書物の類は,本書以外にはほとんどな く,私の知

る限 りでは,UniversityofFineArtscT)Journalに

発表された論文が 1つあるだけである｡ この論文は,

現在/ミンコ､ソク平野を中心とLて詰されているタイ国

号一部方言は, RanlKhamhaeng壬碑文に代表される
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Sukhothai王朝のタイ語を直接の祖先とするものでは

なくて,Songkhlaを中心とする南部万言がSukhothai

時代のタイ語に直結するものだと主張している｡ この

論文が一躍注目を引いたのであるが,それまでは,か

れは全く無名だったと考えてよいのではなかろうか｡

本書の半分以上が表あるいは図からな り,永年かか

ってコツコツと積み重ねて来た研究の総まとめとでも

言うべき感じで,それだけに一読しただけではとても

理解することはできず,本文と図表とを綿密に照らし

合わせ,何度も読みかえして,はじめて解ると言った

具合である｡本書で扱われてい る dataはすべてタ

イ国内で得られたもので, したがって対象とする言

語は, LiFang Kueiの分類による Southwestern

Groupに属するものばか りである｡すなわち,North･

ernThai,Sham,Phuan,CentralThai,PhuThai,

Lao,SouthernThaiの7言語であ り,扱っている方

言の数で言 うと60となる｡ これらの方言の dataによ

って比較研究を行っているわけである｡

著者は,まず最初に,theoreticalbackgroundとし

て,本書をつらぬく方法論を説明するがこれをよく理

解してかからないと,後の部分全体が何の事を言って

いるのか,サ ツパ リわか らないと言う様なことにな

るだろう｡従来の比較研究がどうしても似た単語のつ

き合わせに終 り勝ちであったのに対 し,本書は比較

と言うのは個々の要素の比較ではなく, HsystemHと

HsystemHとの比較だとする｡上にのべた様なdataに

より推定可能ないくつかの共通タイ語のHphonological

systemsHを設定し,それらのうちから最も適当と思

われるものを選んで,その 日systemHから現在の各方

言の "systemsHに至る過程を説明しようとするもの

である｡この方法は,従来のそれとは正反対の行き方

だと言える｡

本書で取 りあげられている最大の言語単位は音節で

あるが,音節は音素から成 り,音素は Hcomponents"

から成 り,HcomponentsHは =factor日,"valueH,Htime

position"より成るとする｡ この "components"にお

ける変化により全 日systemHが変化すると言う考えで

ある｡厳密に言えば,本書で比較されているのは,早

語ではなくて,一つのHsystem''全体と他の"System"

全体とが比較されていると言うべきであろう｡単語は

それらの HsystemsHを得るための材料,あるいは説

明の際の例に過ぎないのである｡最後に,ここに提出

第3巻 第5弓･

せられた結論が必ずしも正しいとは断言できないだろ

うが,またここに扱われていない言語を比較に加えた

場合にどうなるかわからないが,いずれにしても, 1

つの理論的な方法論をもってタイ諸語を比較したもの

として,近年における最も重要な文献とみてよいので

はないだろうか｡東南アジアの言語の比較研究も,古

い多少とも当て推量的なものから,一定の方法論を持

つものに変って来たと言える｡ (桂 満希郎)

Ahmadlbrahim :IsILimicLauJinMalaya.

Malaysian SociologlCalResearch Institute,

Singapore,1965.444p.

インドネシアにおけるイスラム教の実態に関する研

究が古 くから行なわれているのに比べて,マラヤにお

けるイスラム教に関する書物は,ほ とん ど存在しな

い｡その点,1965年 9月に発行された本書は,マラヤ

研究者にとって歓迎される書物の一つである｡

著者の Ahmadlbrahimは,シンガポール生れのマ

レー人で,英国ケソブリッジ大学で法律を学び,1965

年にはシソガポ-ルの司法局長官の要職にあったと聞

く｡しかし,本書の内容構成は必ずしも,同氏によっ

てなされたものではないらしい｡発行所の Malaysian

SociologicalResearchlnstituteの編集長 ｢S.Cordon

女史編｣と付け加えられているからである｡

本書の内容は,4つの章から構成されている｡第 1

章は, ｢イスラム法の宗教的基盤｣と ｢イスラム法の

史的発展｣と題する2つの論文から構成されている｡

前者においてほ,イスラム法の全体系 (sharìah)は,

生活と徳性の美徳 (busn)を人は追及すべきであると

いう Allah の意志にその基盤を置いた宗教的性格を

持つものであることが強調され,後者においては,こ

の ｢法｣の史的発展が 7つの時期に分けて概説されて

いる｡この場合,特に興味のある点は,アラビアにお

ける近代のイスラム法の史的展開が東南アジアにおけ

るイスラム法の性格の変化と関連づけを説明されてい

ることであるOこのほか,第 1章では,スンニー派の

4大学派の法学者の名と著作の簡単な解説が付け加え

られている｡

第 2章以下はマラヤにおけるイスラム法の具体的記

述である｡第 1章は主に家族法を中心として,イスラ

ム行政のマラヤにおける行政組織,婚姻,離婚に関す

る事項が取 り挙げられている｡第3章では,財産法を
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中心として,その一般的規定,イスラム教徒の公共財

(waqfや baytu1-m51)の規定が論ぜられ,:tTJ-4章で

は,イスラム法から見た犯罪,証拠, 訴訟手続きが概
説されている｡

てラ十のイスラム教はスソニー泥のシャ- フ <'-学
派を中心としたものであるが,具体的には,それはて

ラヤの土着の慣習によってマレー化されている｡マラ

ヤでは,イスラム教は究極的に州(ngara)の宗教であ

る｡従って,州にはそれぞれ独自のイスラム行政組織

があ り,イスラム法の規定も,州の土着慣習によって

多少異なっている｡特に財産法の場合には,憤習法が

イスラム法よりも強い｡しか し,慣習法にもいろいろ

あって,慣習法の強さも州によって多少異なる｡この

ような州によるイスラム法の具体的な規定の相違を知

るのに,本書は極めて便利である｡更に,巻末のマレ

ー語とアラビア語のイスラム法に関する法律用語を比

較定義 した glossaryは,マラヤの宗教用語の意味を

調べるのに役立つ｡ しかし,本書の叙述の仕方は,必

ず しも入門書的であるとはいえない｡ (口羽益生)

M.G.Swii-t:MalayPeasâju Societyin

Jelebu.The Athlone Press,Un行ersity of

Londol1,1965.x+181p.

本書は,LondonSchoolofEconomicsの社会人類

学のモ/グラフ･シリーズ第29冊として刊行されたも

のであるが,マラヤの村落社会に関する数少ない実地

調査の 1つとして重要な意味をもっている｡

調査地 Jelebuは,マラヤにおける母系制社会とし

て名高い NegriSembilanの最も辺描'な 1地域であ

るJ1947年のセンサスにおける人rけ台数は 19,135,ラ

ちてン-人は 8,419人であった｡

現在,シ ドニ-大学の社会人藩主学講師である著者

Swiftは,マラヤ 連邦独立に先行する1954年 10月か

ら55年 7品 および1956年 4月から12月を主要調査期

間として,中国人を全 く含まない 1つの mukim(区)

を中心的な対象として,pal･ticipantObsel･Vationの 方

法を用いて調査を行なった｡この時期は,共産主義者

の暴動などのために,-､･ラJrの政治情勢が不安定なと

きであ り,彼の調査はかな り困難なものであったらし

い｡また,このために,コミ;,ニテ fにおける村民の

生活も若干の影禦せ こうむって,いわゆが 円旨の状態

Lj)観察にはやや不適当な時期でもあったO

彼の記述は,まず,この持系捌 社会における伝統的

な政治組織の説明に始まって,ついで村落の経済およ

び政治を論 じ,家族 ･親族の構造にもかな り詳しく触

れて,最後に,階鰻 ･階桝の問題などに一寸言及して
いる｡

Jelebuの主な生業は,元来稲作であったが,ゴム栽

培の導入により,これが調査時点では主要な地位をTllJ

めるに至 り,稲作は副次的な役割-と退いた(｡この外

に果樹の耗培があ り臨時的な現金収入の源となってい

る｡

水冊は女性から女性-と相続され,リ封生はこれらの

女性と結婚することによって経済生活を営むのが以前

の姿であったが,ゴ∴園においてはり封生が経営および

労働の主体となって来たDまた村外に職を求めること

も可能とな l),日系的な社会借造が次第に崩れて来

た｡政治的な側面においても,行政上の長(penghule)

などが,慣習 (adat)上の長の役割を弱める働きをす

るこ

Swiftが調査したのは上記のような,崩壊が目立ち

始めた日系制社会の政治 ･経済 ･社会構造である｡記

述においては,きわめて示唆的な説明や推論がしば し
ば現われる｡

著者が比較的広い地域を調査したことは,本書の特
こ政治に関する部分などにおいてその~Ij効性を示 して

いるが,このことは反面, 1つの比較的小さい地域oI)

集中的な調査の欠如をもたらした,各々の世帯 ･親族

の悉仔的な調査から分析的に抽き,出された結果ではな

く,1~･柑Tl.Liに言えば,裏付けを十分持たぬ印象の総令と

いうような傾向があるのが,やや惜 しまれる｡

(坪内良博)
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